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昨
　
条
　
付

長
野
県
出
身
の
明
治
戊
辰
の
役
以
来
大
東
亜
戦
争
に
殉
ぜ
ら
れ
た

御
英
霊
を
奉
斎

彪

　

　

一７

昭
和
十
三
年
県
民
の
総
意
に
よ
っ
て
本
県
の
中
央
で
あ
り
旧
陸
軍
歩
兵

第
五
十
聯
隊
に
隣
接
す
る
現
在
地
に
仮
殿
が
創
建
さ
れ
、
同
年
十
一
月

鎮
座
祭
を
斎
行
し
、
長
野
県
招
魂
社
と
し
て
鎮
座
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
に
は
長
野
縣
護
國
神
社
に
改
称
し
、
内
務
大
臣
指
定
を
受

け
、
同
十
七
年
に
現
在
の
御
社
殿

・
斎
館
が
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十

一
年
神
道
指
令
に
よ
り
宗
教
法
人
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
三

十
二
年
神
社
本
庁
よ
り
別
表
神
社
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
世
情
の
中
、
御
遺
徳
顕
彰
の
た
め
、
歴
史
を
重
ね
る
毎
に
御
遺
族

広
象
条
典
に
よ
る
竹
願
条

・
お
薇
い

地
鎮
祭

・
竣
工
祭

。
家
の
お
祓
い
等
、
皆
様
の
御
家
庭

。
会
社

へ
お
伺
い
し

御
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

体
賂
式
に
つ
い
て

四
季
折
々
の
情
緒
の
中
で
、
巫
女
の
先
導
の
下
、
長
い
石
畳
の
参
道
を
踏
み

し
め
な
が
ら
神
殿
へ
と
お
進
み
い
た
だ
き
ま
す
。

厳
か
な
結
婚
式
の
後
に
は
境
内
の
鳥
居
の
前
に
て
記
念
撮
影
を
い
た
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
早
め
に
御
相
談
下
さ
い
。

美
須
々
会
年
の
昨
奈
向

境
内
の
清
ら
か
な
緑
の
中
に
た
た
ず
む
美
須
々
会
館
は

、
結
婚
披
露
宴
を
始
め
、

七
五
三

。
お
宮
参
り
な
ど
の
御
参
拝
後
の
お
食
事
会
、
各
種
会
議

・
展
一変
ムな
ど
で

御
利
用
頂
け
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
弓
道
場
は
、
高
校
生

。
大
学
生
の
練
習
場
所
　
試
〈
只
ム場
と
し
て

御
利
用
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
美
須
々
会
館
と
併
せ
て
、
合
宿
所
と
し
て

の
御
利
用
も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
御
利
用
の
程
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

を
始
め
崇
敬
者
皆
様
の
格
別
な
る
尊
い
御
浄
財
の
御
奉
賛
を
賜
り
、

弓
道
場

・
美
須
々
会
館
の
建
設
又
、
諸
設
備
及
び
境
内
の
整
備
を
進
め

る
尊
い
周
年
の
記
念
の
事
業
が
完
成
さ
れ
、
平
成
十
六
年
に
は
現
在
の

社
務
所
の
新
築
、
参
道
敷
石
工
事
他
境
内
諸
整
備
事
業
が
県
内
外
の
皆

様
の
温
か
い
御
奉
賛
に
よ
り
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
御
神
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
県
民
奉
斎
の
神
社
と
し

て
、
そ
の
崇
高
な
御
神
徳
を
敬
仰
し
、
郷
土
を
は
じ
め
祖
国
日
本
の
永

遠
の
平
和
と
繁
栄
の
御
守
護
を
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

玖

境
内
の
総
面
積
は

一
〇
、
二
五
五
坪
余
り

（三
四
、　
一
七
二
平
方
メ
ー

ト
ル
）
、　
樹
木
は
昭
和
十
七
年
ま
で
に
県
内
市
町
村
よ
り
献
木
さ
れ
、

四
季
の
変
化
を
こ
ま
や
か
に
映
し
出
す
、
野
鳥
の
群
れ
集
う

「
美
須
々

の
森
」
と
し
て
、
参
拝
者
は
も
ち
ろ
ん
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

袢社 務 所

一

結 婚 式
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主

な

一

月

キ

■

行

才

一
日

二
月
十

一
日

二

月

十

日

二
月
春
分
の
日

四
月
手
■
ん
日

二
十

日

六
月

二
十

日

入
月

十

二

日

～

十

六
日

。
お
絃

い
の
〃
キ
山

生
後
　
男
子
三
十
二
日
目
　
女
子
三
十
三
日
目
に

初
め
て
神
社

へ
お
詣
り
す
る
習
わ
し
で
す
。

御
都
合
に
合
わ
せ
て
お
詣
り
下
さ
い
。

七

五

〓
一
詣

・
。
三
歳

（男
女
児
）

・
五
歳

（男
児
）

・
七
歳

（女
児
）

十

一
月
十
五
日
を
中
心
に
し
て
、
お
詣
り
下
さ
い
。

厄
除
　
祈
祷

。
・
男
性

一
一十
五
歳

。
四
十
二
歳

・
六
十

一
歳

女
性
　
十
九
歳

。
三
十
三
歳

。
三
十
七
歳

。
六
十

一
歳

厄
年
の
前
年
は
前
厄
、
後
年
は
後
厄

中
で
も
男
性
二
十
五
歳
、
女
性
三
十
三
歳
は
大
厄
。

家
内
安
全

。
商
売
繁
昌

。
身
体
健
全

・
交
通
安
全

・
病
気
平
癒

。
開
運
招
福

合
格
祈
願

。
工
事
安
全

・
心
願
成
就

・
旅
行
安
全

・
学
業
成
就

・
八
方
除
祈
願

安
産
祈
願

。
そ
の
他
諸
祈
願

御
祈
祷

。
お
祓
い
等
は
毎
日
受
付
御
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
社
務
所
ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

敲 夏 ク1ク1ク1春 祈 走 歳
茶 茶 分 年

前 前 慰 産

夜  日 霊 業
式 祭 茶 茶 祭 祭 祭 祭

月 除 返師 新 雅F 秋

年/t穀 鎮 分
次 夜 祈

義
感 隻 慰

願式 謝 念 霊
祭 祭 れ 祭 祭 祭

口
一

国

記

念

赳

夫

祓

灯

み

た

ま

祭

入
月
十

五

日

入
月
十

六

日

九
月
秋
分
の
日

十

一
月
　

一ヽハ
ロ

十

二
月

一ヽハ
ロ

十
二
月
二
十
一一日

十
二
月
二
十

一
日

毎

月

ニ
ハ

ロ

を首
年
十
１
Ｔ
百

千
わ
安
全
県
民
祭

旧
陸
早
基
地
慰
霊
祭

永

代

今

日

祭

夏越 大祓式七 五 三 詣

献 灯 み た ま 祭正 月 初 詣


